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第56回ダム技術講演討論会 

一般財団法人 日本ダム協会 

第82回『ダム施工技術』講習会 

合同開催のお知らせ (WEB併用) 

 

一般社団法人日本大ダム会議と一般社団法人ダム･堰施設技術協会共催で例年開催しておりますダム技術

に関する講演討論会を、ダム技術関連他協会との一層の連携を図るべく、令和元年から一般財団法人日本ダ

ム協会「ダム施工技術」講習会と合同で開催しています。本年も引き続き11月14日、15日に合同で開催す

ることといたしました。 

ダム技術講演討論会では、日本大ダム会議から京都大学角教授による ICOLD副総裁としての活動方針に

ついて、若手技術者によるパネルディスカッション並びに海外における「ダムの安全」について法整備とリ

スク管理を紹介、ダム・堰施設技術協会からゲート等の最新技術が発表されます。また、「ダム施工技術」講

習会では、最新のダム情勢、最新のダム技術が紹介されます。 

この二日間の講演討論会及び講習会は、最近のダム建設事情や最新の施工技術等を知ることができ、また

活発な討議と多くの交流の機会を得る良い機会ですので、多くの皆さまに参加いただきたくご案内いたしま

す。 

 また、WEBによる参加も可能といたしましたので、是非ご参加くださいますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

1．開催日程  第1部 ダム技術講演討論会 

2023年11月14日 (火)  10時00分～15時00分 

第2部 『ダム施工技術』講習会 

2023年11月14日 (火)  15時20分～17時20分 

2023年11月15日 (水)  10時00分～16時45分 

 

2．会  場  日本橋社会教育会館 8Fホール (WEB併用) 

         〒103-0013 東京都中央区日本橋人形町1-1-17 

東京メトロ日比谷線・都営鉄浅草線 人形町駅 A2、A6番出口より徒歩約3分 

東京メトロ半蔵門線        水天宮駅 8番出口より徒歩約5分 

 

3．申込方法  申込フォームにご記入の上、E-Mailにてお申込みください。 

フォーマットは当会議HP ( http://jcold.or.jp/j/activity/ )にアップロードしておりますのでそ

ちらをご使用ください。 

 

4．申込期限  2023年11月6日 (月) 

本年は事前に申し込みをされた方のみとさせていただき、当日参加はご遠慮願います。 

  

5．申 込 先  一般社団法人 日本大ダム会議 

        〒103-0013 東京都中央区日本橋人形町1－2－7 人形町サンシティビル2階 

        TEL：03-5614-0968、FAX：03-5614-0969、E-Mail：secretariat@jcold.or.jp 

  



6．受 講 料  第1部ダム技術講演討論会：9,820円 

第1部ダム技術講演討論会・第2部『ダム施工技術』講習会：14,730円 

第2部のみの料金設定はありません。 

(WEBで参加の場合) 

第1部ダム技術講演討論会・第2部『ダム施工技術』講習会：9,820円  

第1部のみ又は第2部のみの料金設定はありません。 

テキストは事前にPDFにて送付いたします。 

＊本年の 10 月からインボイス制度が開始されます。日本大ダム会議はインボイス発行業

者ではない（免税事業者）為、消費税の控除ができません。しかしながら制度開始後3年

間は経過措置として8割の控除が可能です。そのため、経過措置を考慮した金額といたし

ました。 

 

7．支払方法  申し込みを頂き次第、請求書をお送りしますので11月10日(金)までに以下の口座のいずれ

かにお振込み下さい。会場参加の方には後日、参加券をお送りいたします。 

参加券の郵送が間に合わない場合は当日受付にて対応いたします。 

その他、ご希望等がございましたら別紙申込フォームの備考欄にご記入ください。                         

        口 座 名  一般社団法人 日本大ダム会議（にほんだいだむかいぎ） 

        振 込 先  みずほ銀行    虎ノ門支店 ( 普通口座 1803970 ) 

              三井住友銀行  日比谷支店 ( 普通口座 3403596 ) 

 

8．問合せ先  一般社団法人 日本大ダム会議    干場(ほしば)、野口 (TEL 03－5614－0968) 

一般社団法人 ダム・堰施設技術協会 加納、鈴木    (TEL 03－3267－0371) 

 

日本橋社会教育会館地図 

 

本討論会は、土木学会継続教育(CPD)認定プログラムとして開催します。 

WEB参加者については受講確認を行い、受講して得られた学びや気付き（感想）を100文字以上

で主催者に提出することが必要です。また、土木学会以外のCPDに単位を登録する際、受講した

ことがプログラムとして認められるかどうかは、各団体のルールに従ってください。 
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1 

11 月 14 日（火） 第 1 日 

(裏面へ続く) 

10：00 ～ 10：15  開会挨拶  杉山 弘泰  (一社)日本大ダム会議 会長 

          光成 政和  (一財)日本ダム協会 専務理事 

第 1 部 ダム技術講演討論会 

司会 柏柳 正之 (一社)日本大ダム会議 専務理事：セッション 1～3 

 加納 茂紀 (一社)ダム･堰施設技術協会 参与：セッション 4 

10：15 ～ 10：45   

セッション 1 「国際大ダム会議（ICOLD）副総裁としての活動方針表明」 

 角 哲也 氏 (ICOLD 副総裁、京都大学) 

10：45 ～ 12：15   

セッション 2 「若手技術者によるパネルディスカッション」－ICOLD 活動の魅力－ 

 

  

  パネリスト： 山本 浩樹 氏 (八千代エンジニヤリング㈱) 

   齊藤 瑛璃香 氏 (八千代エンジニヤリング㈱) 

福田 悠太 氏 (日本工営㈱) 

青坂 優志 氏 (関西電力㈱) 

 ～ 12：25  質疑応答  

12：25 ～ 13：25  ――― 昼食休憩 ――― 

セッション 3 「ダムの安全」 

13：25 ～ 13：30  ●セッションの紹介   

     柏柳 正之 ((一社)日本大ダム会議 専務理事)  

13:30 ～ 13：42  ●ICOLD シンポジウム参加報告 －ダムの法整備とリスク－ 

     曽田 英揮 氏（(独）水資源機構)  

 ～ 13：45  質疑応答 

13:45 ～ 14：15  ●海外におけるダムのリスク管理 

     安田 吾郎 ((一社)日本大ダム会議 常務理事)  

 ～ 14：20  質疑応答 

 

セッション 4 「ダム・堰施設技術協会 会員活動報告」 

14：20 ～ 14：50  ●平取ダム融雪期放流設備の設計・施工報告 

     渡辺 保典 氏 (㈱丸島アクアシステム) 

 ～ 15：00  質疑応答 

15：00 ～ 15：20  ――― 休  憩 ――― 
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11 月 14 日（火） 第 1 日（続き） 
 

第 2 部 『ダム施工技術』講習会    

司会 楠見 正之  (一財)日本ダム協会 

15：20 ～ 17：20  ●西郷ダム・山須原ダム再開発事業の設計と施工 

    

 新屋 裕生 氏 (九州電力㈱) 

高木 秀和 氏 (㈱熊谷組) 

吉田 宏三郎 氏 (前田建設工業㈱) 

由井 孝昌 氏 (㈱IHIインフラ建設) 

 

11 月 15 日（水） 第 2 日 

第 2 部 『ダム施工技術』講習会    

10：00 ～ 11：30  ●ダム事業をめぐる現状と今後の展望 

    
 林 雄一郎 氏（国土交通省 水管理・国土保全局治水課 事業監理室長）  

11：30 ～ 12：30  ――― 昼食休憩 ――― 

12：30 ～ 14：00  ●安威川ダムの設計と施工 

   
  田中 博 氏 (大阪府 安威川ダム建設事務所) 

金本 裕治 氏 (㈱大林組 安威川ダム JV 工事事務所) 

14：00 ～ 14：10 
 

――― 休  憩 ――― 

14：10 ～ 15：40 
 

●平取ダムの設計と施工 

   

 

 

長原 寛 氏 (国土交通省 北海道開発局 室蘭開発建設部鵡川沙流川河川事

務所 平取ダム管理支所)  

中岡 良文 氏 (西松建設㈱ 平取ダム出張所)  

15：40 ～ 15：50 
 

――― 休  憩 ――― 

15：50 ～ 16：35 
 

●千五沢ダム再開発事業の施工 

   
 

 山田 史章 氏 (清水建設㈱千五沢ダム改築 JV)  

16：35 ～ 16：45 
 

閉会挨拶  光成 政和  (一財)日本ダム協会 専務理事 

   
 

演題や講師等は変更する場合があります。 
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